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Ⅰ 研究の概要

１ 研究主題

「書く力」を高めるための言語活動の充実を目指した学習指導の在り方

～書き方のモデルと相互評価の工夫を通して～

２ 主題設定の理由

現代社会は、情報化、価値観の多様化等が進み、日々めまぐるしく変化している。中央教育

審議会答申では、これからの社会は、新しい知識・情報・技術が社会生活の基盤として重要性

を増す「知識基盤社会」であり、幅広い知識と柔軟な思考力に基づいた判断が一層重要となる

ことが述べられている。このような社会をたくましく生き抜いていくためには、あふれる情報

の中から自分にとって有用なものを取捨選択し、その中から得られる知識を自分のものとし、

これらを活用していく力が必要となってくる。平成１８年実施の経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）

による学習到達度調査（ＰＩＳＡ）では、日本の児童生徒について、思考力・判断力・表現力

等を問う読解力や知識・技能を活用する能力等に課題があることが明らかになった。

このような中、新学習指導要領総則では、思考力・判断力・表現力を育成する観点から、各

教科等における言語活動を充実することが示された。そこでは、言語がすべての学習の基盤で

あり、国語科における言語に関する能力の育成だけでなく、新しい概念を獲得し体系化してい

くことや、対話によって思考を深めていくことなど、すべての学習のプロセスは言語によって

大きく支えられていることが述べられており、各教科等の学習における言語力育成を意識した

活動が重要とされている。また、平成２０年の中央教育審議会答申によると、「幼児期から小

・中・高等学校へと発達の段階が上がるにつれて、具体と抽象、感覚と論理、事実と意見、基

礎と応用、習得と活用と探求など、認識や実践ができるものが変化してくる」とあり、発達の

段階に応じた言語活動を充実させていくことが大切であると言える。

平成１９年度から平成２１年度までの全国学力・学習状況調査の結果では、全国平均と本県

の平均を比較すると、小・中学生ともに、国語と算数・数学の基礎・基本は概ね定着している

ものの、小学生の算数の活用力については、まだ伸びる余地があるととらえることができる。

このことについては、「のびよ！宮崎の子どもたち 第２期 明日の宮崎を担う子どもたちを

育む戦略プロジェクト」の１年次の成果にも挙げられている。この結果を問題形式別で見てみ

ると、記述式がやや苦手であり、特に、自分の思いや考えを目的に応じて書くことができてい

ないことが明らかになった。また、みやざき小中学校学力・意識調査においても、資料の情報

を基に、条件にしたがって相手に分かりやすく伝えるために文章を書いたり、的確に読み取っ

て説明するための文章を書いたりなど、「書く力」が小・中学校とも十分には身に付いていな

いことが分かった。

研究員の所属する学校の教師を対象に行ったアンケート調査によると、新学習指導要領に示

されている「各教科等における言語活動の充実を図ること」については、約６４％の教師が理

解していると答えている。そのうち、普段の授業において、約半数の教師が言語活動の充実を

図る指導に取り組んでいると答えている。言語活動の充実を図る指導としての取組については、

話合いやスピーチ、音読、発表、説明等の話すことを中心とした言語活動は多く取り入れられ

ているが、レポートや感想、説明の原稿等、書くことを中心とした言語活動はあまり取り入れ
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られていないことが分かった。発表や話合いにおいて、書いてから話す言語活動も考えられる

が、全体的にそのような例は少ない傾向にある。このような現状から、言語活動を充実させる

ための手立ての１つとして、学習活動の中に意図的・計画的に書く活動を取り入れた研究を進

めていく必要があると考えた。

以上のことを踏まえ、研究員研修の全体研究として、「言語活動の充実を目指した学習指導

の在り方」について、特に「書く力を高める」ことに焦点を当てて研究を進めていくことに

した。本研究では、「書く力」を、表やグラフ、観察・実験、体験活動、身体表現等の「情報」

を取捨選択し、記録、要約、説明、論述等の「目的」に応じて自分の思いや考えを文章で書

く力ととらえた。また、書き方のモデルを作成して授業で活用することや、評価の視点に沿

った相互評価を授業に取り入れることが有効ではないかと考えた。

このように、実践的な研究を進めていき、県内の先生方に広めていくことにより、本県の

教育的課題の解決に寄与できると考え、本主題を設定した。

３ 研究の目的

本県の教育的課題を把握した上で、「書く力」を高める言語活動の充実を目指した学習指導

の在り方についての理論を構築し、授業検証を通して、書き方のモデルと相互評価の言語活動

の充実を図る有効な在り方を究明する。

４ 研究の仮説

児童生徒の意識や実態に合った書き方のモデルを作成して授業で活用したり、評価の視点

に沿った相互評価を授業に取り入れたりして言語活動の充実を図れば、児童生徒は、情報を

基に目的に応じて自分の思いや考えを書くことができ、そのことによって「書く力」を高める

ことができるであろう。
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５ 研究の全体構想

『生きる力』の育成

研究主題（ 副題 ）

「書く力」を高めるための
言語活動の充実を目指した学習指導の在り方

～書き方のモデルと相互評価の工夫を通して～

研究の目的

本県の教育的課題を把握した上で、「書く力」を高める言語活動の充実を目指した学習指導
の在り方についての理論を構築し、授業検証を通して、書き方のモデルと相互評価の言語活
動の充実を図る有効な在り方を究明する。

目指す児童生徒像

○ 情報を基に、目的に応じて、思いや考えを書くことができる子ども
○ 友だちが書いた文を、目的に応じた評価の視点に沿って評価できる子ども

研究仮説

児童生徒の意識や実態に合った書き方のモデルを作成して授業で活用したり、評価の視点
に沿った相互評価を授業に取り入れたりして言語活動の充実を図れば、児童生徒は、情報を
基に自分の思いや考えを書くことができ、そのことによって「書く力」を高めることができ
るであろう。

書く力を高める指導 書く力を高める評価

書き方のモデル作成と授業での活用 相互評価の在り方

書く力を高めるための理論構築

言語活動と「書く力」について
「書く力」を高める授業の在り方について

書く力を高めるための調査・分析

「全国学力・学習状況調査」及び「みやざき小中学校学力・意識調査」の分析
教職員の意識・実態調査と調査結果についての分析と考察

研究内容
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６ 研究経過

月 研究内容 研究方法 備 考

学習指導要領等の分析 文献研究

宮崎県の課題の分析

研究員所属校の現状の分析

４ 研究主題・副題の設定 理論研究

研究仮説の設定

研究内容の検討

研究計画の立案

研究の全体構想の検討

調査方法・項目の検討 調査研究

研究実践校の実態把握 アンケート等の実施と 高岡小学校

分析 青島中学校

大塚中学校

５ 妻中学校

志和池小学校

言語活動についての研究 文献研究

書き方のモデルについての研究

相互評価についての研究

指導や評価の在り方の検討 文献研究

検証授業Ⅰの構想

６ 事前準備 検証授業の打合せ 青島中学校

研究実践校との打合せ

検証授業Ⅰの指導案の検討、提示資料等の作成 理論研究

検証授業Ⅰの指導案の検討、提示資料等の作成 理論研究 青島中学校

検証授業Ⅰの実施 実践研究

７ 事後研究による授業分析

研究内容の修正 文献研究

中間発表資料の作成

研究内容の修正 文献研究

中間発表資料の作成

８ 指導や評価の在り方の検討 文献研究

検証授業Ⅱの構想と指導案の検討

事前準備、研究実践校との打合せ 検証授業の打合せ 高岡小学校

９ 検証授業Ⅱの指導案の検討、提示資料等の作成 実践研究

検証授業Ⅱの実施 理論研究 高岡小学校

事後研究による授業分析

１０ 成果と課題の整理 理論研究

研究報告書の作成

１１ 研究報告書の作成 理論研究

１２ 研究報告書の作成 理論研究

プレゼンの作成

１ プレゼンの作成 理論研究

発表原稿の作成

２ プレゼンの修正 理論研究

発表原稿の修正

３ 研究発表 理論研究

研究のまとめと反省
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Ⅱ 研究の実際

１ 研究の基本的な考え方

(1) 言語活動と「書く力」について

各教科等における言語活動は、教科のねらいを効果的に達成する手段であるとともに、そ

のことが思考力・判断力・表現力等の育成につながるものである。

言語活動は、話すことや聞くこと、書くこと、読むこと等の活動が相互に関連して展開さ

れる。本研究では、この中でも、中心的な役割を果たす「書くことの言語活動」に焦点を当

て、「書く力」を高めていく。

本研究では、「書く力」を次のようにとらえた。

表やグラフ、観察・実験、体験活動、身体表現等の「情報」を取捨選択し、記録、要

約、説明、論述等の「目的」に応じて自分の思いや考えを文章で表現する力

ここでいう「目的」とは、書くことの目的となる言語活動例のことである。

また、「書く力」を、過去３年間にわたる「全国学力・学習状況調査」及び「みやざき小

中学校学力・意識調査」で問われている書くことに関する力として整理した。（詳細は、後

述の資料３「全国学力・学習状

況調査」及び「みやざき小中学 情 報

校学力・意識調査」で問われて （表、グラフ、観察・実験、体験活動、身体表現等)

いる書くことに関する力 ７～

８頁参照）

本研究で考える言語活動の充 目 的

実は、右の資料１のように考え （記録・要約・説明・論述・まとめ等）

た。

表、グラフ、観察・実験、体

験活動、身体表現等の様々な情

報の中から必要な情報を取捨選

択し、何のために書くのかとい

う目的に応じて自分の思いや考 自分の思いや考えを文章で表現する力

えを文章に書くことにより、言 (説明するための文章や話すための文章 等)

語活動を充実させていく。この 言語活動の充実

「書く力」を高めることを通し

て、各教科等の目標の達成につ 各教科等の目標達成

なげていく。
【資料１ 言語活動のイメージ図】

(2) 研究主題について

中央教育審議会答申では、「各教科等における言語活動の充実は、今回の学習指導要領の

改訂において各教科等を貫く重要な改善の視点である」と述べられ、各教科等の具体的な取

組についても示されている。また、知的活動（論理や思考）の基盤だけではなく、コミュニ

取捨選択
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ケーションや感性・情緒の基盤という役割をもっていることも示されている。

本研究における「書く力」は前述の通りであり、授業において、書くことの言語活動を充

実させながら高めていく。

これらのことから、本研究では、「『書く力』を高めるための言語活動の充実をめざした

学習指導」を次のように考えた。

当該教科等の目標を実現するために、「全国学力・学習状況調査」及び「みやざ

き小中学校学力・意識調査」で問われている書くことに関する力を高めるための活

動を意図的、計画的に授業の中に設定する学習指導

本研究では、授業において、書き方のモデルを作成して授業で活用したり、評価の視点に

沿った相互評価を授業に取り入れたりした。それにより、目的に応じて、自分の言葉で的確

に記述できるようになり、書く力を高めていくことができるのではないかと考える。このこ

とが、各教科等の目標を達成することにつながるとともに、思考力・判断力・表現力等の育

成に資することにもつながる。

授業における「書く力」を高める言語活動の充実を目指した学習指導のイメージを資料２

に示した。

目指す児童生徒像

○ 情報を基に、目的に応じて、思いや考えを書くことができる子ども

○ 友だちが書いた文を、目的に応じた評価の視点に沿って評価できる子ども

書き方のモデルの 相互評価の工夫

作成と活用

全国学力・学習状況調査及びみやざき学力・意識調査における本県の課題

【資料２ 授業における「書く力」を高める言語活動の充実を目指した学習指導】
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２ 「全国学力・学習状況調査」及び「みやざき小中学校学力・意識調査」で問われている書くこと

に関する力

本研究において高めていく「書く力」を具体化するために、「全国学力・学習状況調査（平成

１９、２１、２２年度）」と「みやざき小中学校学力・意識調査（平成１９、２０、２１年度）」

の書くことに関する出題の趣旨や指導改善のポイント等から問われている力を洗い出し、教科別、

学校種別に、以下の資料３に整理した。（以下、「問われている力」という。）

【国語】

問 わ れ て い る 力

○ 文の論理を考え、構成を整えて書く力

○ 指示された字数や文の数、文末表現などの条件に基づいて、必要のある事柄を取捨選択して適

切に書く力

○ 自分の考えが明確になるように文章全体の構成を工夫する力

小 ○ 問題となる事実や意見根拠、結論などの書く事柄を文章の構成や記述に役立つように収集し整

理する力

○ 自分の思いや考えが効果的に表現されているかどうかを読み手の立場に立って自己評価する力

○ 書いたものを読み合い、感想や意見を述べたり、表現の仕方に着目して助言し合ったりする力

学 ○ 書く文章の種類や特徴を踏まえて推敲・評価する力

○ 事実と感想・意見、理由と根拠等を区別して分類したり構造的にまとめたりする力

○ 様々な様式や形式、書式に即して書く力

○ 相手や目的を意識し、自分の考えが伝わるように分かりやすく書く力

校 ○ 目的や意図に応じて、事実を客観的に記述する力

○ 全体を見通して書く事柄を整理する力

○ 文章と資料とを関係付けて書く力

○ 資料にある読み取った情報を基に、気付いたことや考えたことを簡潔にまとめて書く力

○ 文章を要約したり要旨をまとめたりする力

○ 目的や意図に応じて、必要な情報を関係付けて読み、理由を明確にして説明する力

○ 相手意識や目的意識を明確にして書く力

○ 統計資料などのデータを読み取り、それを根拠として引用しながら、自分の考えを書く力

中 ○ 説得力をもたせるために、本文を引用するなどして、理由や根拠を客観的に述べる力

○ 主語（主部）に対応させて述語（述部）を適切に書く力

○ 書いた文章をペアやグループで読み合い、学び合い、相互に評価し合うことによって推敲し、

自分の表現に役立てる力

学 ○ 異なる立場の意見やその根拠にも十分配慮して、意見を構築させ、説得力のある文章を書く力

○ 比較したり、関連付けたり、第三者に伝わるように根拠を挙げたりして書く力

○ 選材や構成の段階で目的や相手について意識させたり、記述の段階で表現しようとする内容に

最もふさわしい語句を選んだりする力

校 ○ 文章を伝えたい内容に応じて必要な事柄を過不足なく取り上げて書く力

○ 文字数を制限して、伝えたい内容を意味を変えずに短く書き直したり、同じ内容を違った表現

で言い換えたりする力

○ 文章や資料から読み取ったことを自分の学習や生活に生かす力

【社会】

問 わ れ て い る 力

○ 資料に述べられている文字情報を、箇条書きにしたり構造図にしたりして文章に書く力

小 ○ 資料から自分の考えをもち、その考えに適した資料を選択し、根拠に基づいて自分の意見をま

学 とめる力

校 ○ 自分の考えや立場を、根拠となる事実を明確にしてまとめ、説明する力

中 ○ 複数の資料を関連付けて共通内容を読み取り、それをもとに考察し、記述する力

学 ○ 多面的・多角的な見方・考え方を身に付け、事象が起こった理由を、様々な条件から考察し、

校 それを説明する力
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【算数・数学】

問 わ れ て い る 力

○ 説明する対象を明らかにして、条件を基に、計算の性質，図形の性質や定義，数量の関係を言

小 葉や式を使って説明する力

○ 説明する対象を明らかにして、表やグラフなどから見いだせる傾向や特徴を言葉で説明する力

○ 問題を解決するための自分の考え方や解決方法を言葉や式等を使って説明する力

○ 他者の考え方や解決方法を理解して、それを自分なりに言葉や式を使って説明する力

学 ○ ある場面の解決方法を基に別の場面の解決方法を考え、言葉や式を使って説明する力

○ 問題を解決するための自分の考え方や解決方法を言葉や式等を使って説明する力

○ 他者の考え方や解決方法を理解して、それを自分なりに言葉や式を使って説明する力

○ ある場面の解決方法を基に別の場面の解決方法を考え、言葉や式を使って説明する力

校 ○ ある事柄が成り立つことの理由や判断の理由を、「ＡだからＢとなる」のように、Ａという理由

及びＢという結論を明確にして言葉や式を使って説明する力

○ 理由として取り上げるべき事柄が複数ある場合には，それらをすべて取り上げる力

○ 日常的な事象を観察し，成り立つ数学的な事柄を指摘し，それを数学的な表現を用いて説明す

る力

○ 文字式などを活用して事柄が成り立つ理由を説明する力

中 ○ 表やグラフから情報を適切に選択したり数学的に説明したりする力

○ 与えられた情報を分類整理し、必要な情報を選択して判断したり、情報に基づいて理由を説明

したりする力

○ 不確定な事象をとらえるために，多数回試行することによってその特徴を的確に把握したり，

学 その事象についての予想を確かめたりする力

○ 事柄が成り立つ理由を数学的な表現を用いて説明する力

○ 方針を立て、それにもとづいて証明を書く力

○ 説明を読み、その結果を振り返り、発展的に考えて説明する力

校 ○ いろいろな条件を整理して、解決への見通しをもち、ことがらが成り立つ理由を、数学的な表

現を用いて説明する力

○ 自分や他者が行った証明や説明を評価し、その評価に基づいて改善しようとする力

○ 事象を理想化したり単純化したりして、問題解決の方法を数学的に説明する力

○ 問題解決に向けて、考えを比較・分析し、それを説明する力

【理科】

問 わ れ て い る 力

○ 複数の現象を比較させ、その違いを説明する力

小 ○ これまでの学習内容と新たに与えられた情報とを結び付けながら、比較させたり関連付けさせ

学 たりして解決させ、その過程を論理的に説明する力

校 ○ 言葉の意味を整理して現象等を説明する力

○ モデルや図を使ってまとめたり説明したりする力

○ 多様な資料から情報を的確に読み取り、比較しながら説明する力

中 ○ 結果と理由を結びつけて説明する力

学 ○ 与えられた情報を項目ごとに整理し、読み取ったことと知識を結びつけて解決につながる答え

校 を書く力

○ 与えられた情報を正確に読み取り、課題の解決に向けて論理的な説明や表現をする力

○ 身近な現象を取り上げ、具体的に説明する力

【外国語（英語）】

問 わ れ て い る 力

中 学 ○ 関連付けられたキーワードとなる語彙を手がかりに、自分の思いや考えを書く力

校 ○ 与えられた資料が分かりやすく伝わるように書く力

【資料３ 「全国学力・学習状況調査」及び「みやざき小中学校学力・意識調査」で問われている書くことに関する力】
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３ 目的に応じた書き方のモデルの作成と活用

「全国学力・学習状況調査」や「みやざき小中学校学力・意識調査」に見る研究員所属校の児

童生徒の実態から、書くことが苦手な理由として、次のようなことが分かった。

○ 自分の考えを話すことはできるが、それを文章にすることに抵抗があり、書こうと

する意欲が低下してしまう。

○ 事実と意見・感想を区別できていない。

○ 「できた」という実感や達成感を得ていない。

○ どのような情報をどのように文章に書き表したらよいか、書き方が分からない。

このような実態を受け、本研究では、児童生徒の実態に即して書き方のモデルを作成し、授業

で活用することで、国語科だけでなく、各教科等において「書く力」を高めていくことを目指し

た。書き方のモデルとは、「目的に応じて文章を書くために、どのような情報を取捨選択し、ど

のように書いたらよいかを示す書き方の例」ととらえた。

書き方のモデルを作成する際には、生徒が自分の思いや考えを整理してまとめて書くことがで

きるように、次の２つを吟味して作成した。

① 「情報」をどのように取捨選択するか。

② 「目的」に応じた書き方とはどんなものか。

「情報（目的に応じて書くための情報）」と「目的（書くことの目的となる言語活動例）」に

ついては、次のようなものが考えられる。

情 報 目 的

○ 図表や絵、グラフ、写真等から読み取ったこと ○ 記録

○ 身近なことや想像したこと ○ 要約

○ 観察・調査・見学したこと ○ 説明

○ 観察・実験の結果 ○ 論述

○ 楽曲を聴いて想像したことや感じ取ったこと ○ 討議や討論

○ 作品を鑑賞して感じ取ったこと ○ 批評し合う活動

○ 体験活動 ○ 伝え合う活動

○ 身体表現 等 ○ 交流する活動 等

まずは「全国学力・学習状況調査」及び「みやざき小中学校学力・意識調査」で問われている

書くことに関する力から、児童生徒の実態や各教科等の指導内容に合わせて、書き方のポイント

を考えた。それらをもとに、書き方のモデルを作成する。具体的な書き方を示すことにより、書

く力を高めることができると考える。
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４ 視点に沿った相互評価の工夫

本研究では、児童生徒の書く力を高めるために、目的に応じた書き方のモデルを授業で活用

していくが、その際、児童生徒自身が、自分の書いたものを自己評価することにより、自分の

思いや考えをよりよいものに推敲することができると考えた。また自己評価を生かしつつ、さ

らに自分の思いや考えを広げたり、目的に合った表現をしたりするために、より客観性のある

相互評価も授業に取り入れた。

相互評価とは、「自分が書いた文章をさらにより目的に応じた文章にするために、評価の視

点に沿って評価し合い、互いのよさや改善点を伝え合う活動」ととらえた。

相互評価は、書き方のモデル作成に当たって考えた「書き方のポイント」を視点とし、それ

に沿った相互評価をした。視点に沿って評価をすることは、他者の評価をするだけでなく自分

自身の記述を振り返ることにつながる。このことは、自分の書いた文章のよさや改善点に気付

くことになり、ひいては書く力を高めていくことにつながると考えた。

児童生徒間でコミュニケーションを通して相互評価をさせることは、書き方の理解を深める

ことにもなると考えた。さらに、このことは、書こうとする意欲を高めたり、「できた」とい

う達成感を味わわせたりすることにもつながると考えた。

資料４に、検証授業で使用した相互評価シートを例として示した。

相互評価に書かれた友だちの記述を基に自分の文章をよりよいものに修正したり、友だちへ

のアドバイスを書きながら、自分の記述の良さや修正すべき点に気付いて修正したりすること

ができるようになれば、書く力が高まったとみることができると考える。

評価のポイントを示す。

これは、書き方のポイン

トと同じである。

この欄に、まず自己評

価をさせる。

ここは相互評価で、友

だちに書いてもらう。

より多様で客観性のあ

る評価をさせるために一

人一人に、短冊状のもの

を配付し、のりづけする

などの支援が考えられる。

【資料４ 相互評価シート例（中学校理科）】



- 11 -

５ 書き方のモデルと相互評価を活用した書く活動の流れ

書き方のモデルと相互評価を活用する場面は、各教科等の目標の実現につながるように、学

習指導過程の中に意図的、計画的に設定した。設定の仕方については、資料５のような３つの

パターンが考えられる。それぞれのパターンにおいて、各教科等の目標や学習指導過程の流れ

によっては、「文章を書く」ことを、授業の事前の活動として扱うこともある。

Ａ Ｂ Ｃ

書き方のモデルを通して 書き方のポイントを見て 書き方のモデルからポイ

ポイントを確認し、自分の 文章を書き、評価し合った ントを確認し、自分の考え

書いた文章を評価して次へ 上で、書き方のモデルを見 を文章に表し、評価し合っ

生かす。 て確認する。 て練り上げる。

書き方のポイントを 書き方のモデルを提
文章を書く。

確認する。 示する。

書き方のモデルを提 書き方のポイントを
文章を書く。

示する。 確認する

書き方のポイントを
相互評価を行う。 文章を書く。

確認する。

書き方のモデルを提
相互評価を行う。 相互評価を行う。

示する。

書き方のモデルや相 書き方のモデルや相 書き方のモデルや相
互評価をもとに文章を 互評価をもとに文章を 互評価をもとに文章を
書く。 書く。 書く。

【資料５ 書き方のモデルや相互評価を活用した書く活動の流れ】
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６６６６    授業の実際授業の実際授業の実際授業の実際        

        （１）授業実践例（１）授業実践例（１）授業実践例（１）授業実践例①①①①（中学校第２学年（中学校第２学年（中学校第２学年（中学校第２学年    理科）理科）理科）理科）    

                        アアアア    検証授業の考え方検証授業の考え方検証授業の考え方検証授業の考え方    

単元名 いろいろな動物 

 

 

単

元

の

目

標 

○ いろいろな動物に関する興味・関心を高め、その生活の仕方や特徴を積極的に調べ

るとともに、身近な動物を大切にしようとする態度を育てる。 

                         （自然事象への関心・意欲・態度） 

○ 動物の体のつくりや子の生まれ方などの特徴を動物の生活と関連してとらえ、共通

点や相違点を根拠にして判断し、論理的な文章で表現できる力を育てる。 

                             （科学的な思考・表現） 

○ 安全面に留意して無せきつい動物の体のつくりと特徴を観察できるようにする。 

                               （観察・実験の技能） 

○ いろいろな動物について、体のつくりや子の生まれ方などの特徴を理解し、これを

基に動物の分類ができるようにする。       （自然事象についての知識・理解） 

本時の

目 標 

せきつい動物の特徴に関する情報から、必要な情報を用いて、同じなかまか違う

なかまかを判断し、分かりやすく説明することができる。 

 ○ 比較したり、関連付けたり、第三者に伝わるように根拠を挙げたりして書く力 

○ 与えられた情報を項目ごとに整理し、読み取ったことと知識とを結び付けて、

解決につながる答えを書く力 

○ 与えられた情報を正確に読み取り、課題の解決に向けて論理的な説明や表現を 

する力 

書
き
方
の
モ
デ
ル
の
作
成
と
活
用 

本時で高めたい書く力（求められている書く力）は上記のとおりである。生徒の

実態を踏まえ、指導内容に照らして、次の３つが「書き方のポイント」となると考

えた。 

   

 

 

 

 

 このポイントを基に、教師の示す書き方のモデルを以下のように考えた。 

     

 

 

 

 

 作成したモデルの活用は、本時の目標を達成するために、パターンＡ（書き方の

モデルを通してポイントを確認し、自分の書いた文章を評価して次へ生かす。）で

行った。教師の提示した書き方のモデルから、書き方のポイントを確認し、前時ま

でに学習したせきつい動物の特徴を使って文章に表すことができれば、生徒の書く

力を高めることにつながると考えた。 

問
わ
れ
て
い
る
力 

《書き方のポイント》 

    ① 結論がはっきりと書いてあるか。 

    ② 必要な特徴（呼吸、ふえ方、体温、体表）がすべて書いてあるか。 

    ③ 分かりやすい文章で書いてあるか。 

どちらもさわると温かく、体表は毛でおおわれ、子を産み、肺で呼吸を

している。 

  このことから、どちらもほ乳類の特徴をもつので、イヌとネコは同じな

かまと考えることができる。 
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相
互
評
価
の
在
り
方 

せきつい動物の特徴という「情報」を基に、論理的な説明をする「目的」に応じ

て、分類について文章を書くことを授業でねらった。そのために、イヌ・ネコのな

かま分けについて文章で書かせた。それを「書き方のポイント」に沿って、まず自

己評価させた。その上で、小グループによる相互評価を行い、「書き方のポイント」

に沿って、よいところや改善すべきところを記述させた。友だちの記述と「書き方

のポイント」を意識させ、スズメとコウモリの動物のなかま分けにおいて、文章で

表現させれば、生徒の書く力を高めることにつながると考えた。  

 

イイイイ    学習指導過程学習指導過程学習指導過程学習指導過程    

学習内容及び学習活動 パターンＡ 

１ せきつい動物の５つのなかまの特徴について復習する。 

   

２ 本時の学習課題を確認する。 

 

 

３ イヌとネコについて、生活経験等を基に判断し、根拠を

明らかにして結論を記述する。  

○ イヌとネコの特徴を、前時の学習と照らし合わせて考

えるとどちらも同じなかまになりそう。 

４ どのような判断をしたか発表して確かめる。 

○ 自分の結論と同じだ。 

 ○ 自分と同じ結論だけど、その理由が少し違う。 

５ 情報を基に分かりやすく書く方法について説明を聞く。 

   ①結論の明確化  ②根拠の客観性  ③読みやすい文章 

６ グループで書き方について自己評価と相互評価を行う。 

 

７ スズメとコウモリについて資料を基に比較し、判断した

ことを、根拠を基に記述する。 

 ○ 姿は似ているが、特徴をみると違うなかまのようだ。 

 

８ 自分の記述したものを基にグループで意見交換を行う。 

  ○ 自分の判断と同じだが表現の仕方に違いがある。 

  ○ 自分の出した結論と違う。なぜだろう。 

９ グループの意見をまとめ、全体発表を行う。 

 

１０ スズメとコウモリについて、５つのなかま分けの観点か

ら説明を聞く。 

１１ クジラとコウモリについて考え、学習内容の定着を確認

する。 

 

 

 

書くポイントを意識書くポイントを意識書くポイントを意識書くポイントを意識

してしてしてして別の情報を基に

文章を書く。文章を書く。文章を書く。文章を書く。 

目的に応じた書き方書き方書き方書き方

のモデルを見る。のモデルを見る。のモデルを見る。のモデルを見る。 

モデルを基に書き方書き方書き方書き方

のポイントを考え、確のポイントを考え、確のポイントを考え、確のポイントを考え、確

認認認認するするするする。。。。 

書き方のポイントに

沿って自己評価→自己評価→自己評価→自己評価→相相相相

互評価互評価互評価互評価をする。をする。をする。をする。 

情報を基に、目的に応

じて文章を文章を文章を文章を書く。書く。書く。書く。 

『同じなかまか、違うなかまかを判断しよう。』 
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ウウウウ    授業の授業の授業の授業の記録記録記録記録    

    ((((アアアア) ) ) ) 現段階で身に付いている「書く力」を用いて課題解決に現段階で身に付いている「書く力」を用いて課題解決に現段階で身に付いている「書く力」を用いて課題解決に現段階で身に付いている「書く力」を用いて課題解決に当たる当たる当たる当たる場面場面場面場面    

   生徒は、本時の学習までにせきつい動物の呼吸の仕方、なかまのふえ方などの特徴につい

て学習してきた。また、これらの特徴によって動物のなかま分け（魚類・両生類・は虫類・

鳥類・ほ乳類）ができることを学習してきた。 

   本時ではまず、資料６に示したワークシートを使い、イヌとネコが同じなかまになるのか

あるいは違うなかまになるのかを判断して、その根拠を文章で表現する活動の場面を設定し

た。ここでは、前時までの学習をどの程度活用できるかを確認することを主なねらいとしな

がら、現段階で身に付けている表現力によって自分の考えをどのように「文章で表現する」

ことができるかをみた。イヌとネコは生徒にとって身近な動物なので、同じなかま（ほ乳類）

だという判断をすることができ、資料７に示したワークシートのように分類に関する特徴に

触れながら分かりやすい表現をしている生徒がいることが分かった。しかし、多くの生徒が

分類に関する特徴に触れていなかったり、関係のない特徴を書いていたり、根拠を記述して

いなかったりするなど、記述の仕方に差が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          【資料６ 問１ワークシート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料７ 問１に対する生徒の記述】 

    

  ○○と○○は同じなかまか、違うなかまか判断しよう。 

 

問１：イヌとネコは同じなかまか、違うなかまか判断しよう。 

 

 

 

 

                     

 

 

        イ ヌ             ネ コ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分類の根拠を説明しているが、分類に

は直接関係ない情報も含んでいる。  

分類については正しいが、分類の根拠と

なる説明が不十分である。  

日常生活の中に身近に存在

するイヌとネコについて、生

徒にそれぞれの特徴を想起

させ、自分のことばで記述さ

せる。 
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((((イイイイ) ) ) ) 書き方のモデル書き方のモデル書き方のモデル書き方のモデルの提示及び自己評価・相互評価のの提示及び自己評価・相互評価のの提示及び自己評価・相互評価のの提示及び自己評価・相互評価の場面場面場面場面    

  イヌとネコに関する課題について自分の書いたものを自己評価させるために、資料８に示す

書き方のモデルを掲示し、イヌとネコの分類に必要な情報を含む具体的な記述になっているこ

とを確認させた。その際、資料９に示した書き方のポイントも併せて掲示し、書き方のモデル

と対比させながら説明を行った。説明の後、自分の記述したものを読み返して自己評価させた。

自己評価では、評価シートに示した評価基準（資料 10）を用い、自分の書いたものと書き方の

ポイントについて４段階で評価させた。 

 

 

 

 

 

 

【資料８ 書き方のモデル】       【資料９ 書き方のポイント】 

 

 

 

 

 

 

 

自己評価の後、グループ内で他の生徒の記述を評価し合う場面を設定した。評価基準は自己

評価と同じものを用い、自己評価の要領で他の生徒の記述を４段階で評価させた。また、気付

いたことをグループ内で評価し合うことにより、自分のよい点や改善すべき点を明確にし、次

の課題に生かせるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料 11 相互評価のようす】   

                       【資料 12 相互評価シートへの記述】  

 

この活動により、資料 11 のようにグループ内でお互いの書いたものを読みながら積極的に

かかわろうとする姿や、資料 12 のような気付きが見られた。ただし、相互評価を行うことに

あまり慣れていない生徒にとって、書き方のポイントと照らし合わせながら、他の生徒が書い

た文章を評価したり、コメントを書いたりすることは難しく、時間が足りずに十分なアドバイ

 どちらもさわると温かく、体表は毛でおおわ

れ、子を産み、肺で呼吸をしている。 

このことから、どちらもほ乳類の特徴をもつの

で、イヌとネコは同じなかまと考えることができ

る。 

【資料 10 評価のポイントと評価基準（評価シートからの抜粋】 
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スを書くことが難しい生徒も見られた。 

((((ウウウウ) ) ) ) 書き方のモデル書き方のモデル書き方のモデル書き方のモデル及び相互評価及び相互評価及び相互評価及び相互評価を生かして課題に取り組むを生かして課題に取り組むを生かして課題に取り組むを生かして課題に取り組む場面場面場面場面    

  書き方のモデルの説明および相互評価の後、動物の分類が理解できているのかを見るために、

スズメとコウモリが同じなかまになるのか、違うなかまになるのかについて考え、自分の考え

を記述する場面を設定した。ここでは、見た目（翼がある）や行動の様子（空を飛ぶ）で判断

するのではなく、資料 13 を基に考えさせた。情報には動物の分類には直接関係のないものも

あえて含め、分類を決定するために必要なものだけを取り出し、既習事項と照らし合わせなが

ら判断させるものとした。自分の考えを記述する際には、書き方のモデルに合ったポイントと

相互評価で他の生徒からもらったアドバイスを意識しながら記述させた。 

 

 

この活動の中で、必要な情報を取り出して判断しようとする生徒の姿を見ることができた。

（生徒の変容等は後述の「エ 授業の分析と考察」で述べる） 

個人で考え、その考えを文章で表現させた後、個人の考えをグループでまとめて全体発表を

行う場面を設定した。発表を行うに当たり、自分の書いたものを基に話合いを行い、グループ

の意見としてまとめさせてホワイトボードに記述させた。それぞれのグループにおいて、資料

14 のように自分が書いたものを基にスズメとコウモリについて正しい判断ができているかを

確認し合う姿や、分かりやすく伝わるように表現を工夫しながらホワイトボードに記入する姿

を見ることができた。資料 15 は、各班が発表に向けてホワイトボートに記入したものの一つ

である。ホワイトボードへの記述と書き方のモデルを比較したとき、結論を先に書いているか

後に書いているかの違いはあるものの、①結論がはっきりと書いてあるか、②必要な特徴がす

べて書いてあるか、③分かりやすい文章で書いてあるかという書き方のポイントに挙げた３つ

の点を満たしたものになっていると判断した。（詳細は「エ 授業の分析と考察」で述べる） 

【資料 13 課題を解決するための情報】 

問２：スズメとコウモリは同じなかまか、違うなかまか判断しよう。 

  資料 

 

 スズメ コウモリ 

生活の場所 陸上（空を飛ぶ） 陸上（空を飛ぶ） 

活動場所 
昼間活動する。 夜行性で超音波を出してえさの位

置をとらえるものもいる。 

なかまのふやし方 殻のある卵を陸上に産む（卵生） 子を産む（胎生） 

呼吸の仕方 肺呼吸 肺呼吸 

えさ 植物の種子や虫を食べる。 植物（主に果物）や虫を食べる。 

体温 恒温動物 恒温動物 

体表 羽毛でおおわれている 毛でおおわれている 

その他 
人の住む地域でごくふ普通に見ら

れる。 

後ろ足が弱く立つことができない

ので、ぶら下がって休む。 
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     【資料 14 グループで話し合う様子】    【資料 15 ホワイトボードへの記述】 

    

授業のまとめの段階では、学習内容である動物の分類に必要な視点を確実に踏まえているか

を再度確認するために、クジラに関する情報を提示して、必要な情報を基に動物の分類を行う

場面を設定した。この活動を行ったことにより、本時の目標であるせきつい動物の特徴に関す

る情報から必要なものを用いて、同じなかまか違うなかまかを判断することができたかを確認

することができた。 

  

エエエエ    授業の分析と考察授業の分析と考察授業の分析と考察授業の分析と考察    

生徒の書き方の変容をワークシートの記述から判断したところ、書き方のモデルやそれを基

にした自己評価及び相互評価の場面設定の２つの手立てを行うことにより、１４名中７名の生

徒に記述の変容が見られた。変容が見られた生徒（生徒Ａ及びＢ）と変容が見られなかった生

徒（生徒Ｃ及びＤ）について例を示す。 

((((アアアア) ) ) ) 変容が見られた生徒変容が見られた生徒変容が見られた生徒変容が見られた生徒 

【生徒 A】 

    問１に対する記述 

 

 

 

 

  

     

問２に対する記述 

 

 

 

課 

 

 

【資料 16 生徒Ａの記述】 

 

  

 

 

書き方のモデル 

＋ 

相互評価シート 
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資料 16 に示した生徒Ａの記述をみると、問１では結論に対する理由が１つしか書かれてい

なかったが、問２では分類に必要な特徴の項目が増え、判断した根拠がよりはっきり書かれて

いた。よって、書き方のモデルと相互評価によって記述に変容が見られたと考えた。 

【生徒 B】 

    問１に対する記述 

 

 

 

 

 

 

     問２に対する記述 

 

 

 

課 

 

 

【資料 17 生徒Ｂの記述】 

資料 17 に示した生徒Ｂの記述に対して、問１に対する記述に「結論が分かりやすい」とよ

い評価をする生徒がいる一方、分類に必要な特徴に関する記述が少ないために、説明不足と判

断し②や③の項目に対して低い評価をする生徒もいた。問２では分類に必要な項目にふれてし

っかり書けるようになっているので、モデルと相互評価によって変容が見られたと考えた。 

((((イイイイ) ) ) ) 変容が見られなかった生徒変容が見られなかった生徒変容が見られなかった生徒変容が見られなかった生徒    

   【生徒 C】 

     問１に対する記述 

 

 

 

 

 

 

     問２に対する記述 

 

 

 

 

 

【資料 18 生徒Ｃの記述】 

   資料 18 に示した生徒Ｃの記述を見ると、自己評価の時点で結論に対する理由の記述が無い

 

 

書き方のモデル 

＋ 

相互評価シート 

書き方のモデル 

＋ 

相互評価シート 
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ことに自分で気付き、自身で改善の必要性を感じていたり、相互評価でも理由が述べられてい

ないことについて指摘を受けたりしていたが、記述の変化は見られなかった。問１、問２とも

に正答を得ることができているので動物の分類については正しい判断ができているのではない

かと見ることができるが、生徒に書き方のモデルをどのように参考にさせるか等、生徒が自分

の考えを分かりやすく説明できるようになるための教師の手立てに課題が残ると考えた。 

【生徒 D】 

    問１に対する記述 

 

 

 

 

 

 

    問２に対する記述 

 

 

 

 

 

【資料 19 生徒Ｄの記述】 

資料 19 の生徒Ｄの記述は、モデルの提示前後で箇条書きのスタイルが変化しなかった例で

ある。相互評価シートには、短い文を好評価する記述があり４段階評価も高かった。このこと

からスタイルが変化しなかったのではないかと考えた。今回は書き方のモデルで示したように

文章で自分の考えを記述することをねらいとしていたが、「箇条書きで書く」ことは、ポイント

をまとめるという点では分かりやすい表現方法の一つであるといえる。 

 ((((ウウウウ))))    グループでの発表グループでの発表グループでの発表グループでの発表    

   全体発表に向けてグループで話合いを行い、ホワイトボードに記述させると、資料 20 に示

したように書き方のモデルに近い表現が見られた。このことから、「分かりやすい文章」の認識

について生徒と教師の認識の差があるのではないか、また、ホワイトボードの記述は口頭発表

を前提としたものが求められたため、書く目的の違いによって表現が変わったのではないかと

考察される。言い換えれば、分かりやすく人に説明する（話す）という場面を設定することで

モデルを参考に書こうとする意識をもたせることができるのではないかと考えることができる。 

              

 

書き方のモデル 

＋ 

相互評価シート 

【資料 20 ホワイトボードの記述】 
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オオオオ    成果と第２回検証授業に向けての改善点成果と第２回検証授業に向けての改善点成果と第２回検証授業に向けての改善点成果と第２回検証授業に向けての改善点    

  ((((アアアア))))成果成果成果成果 

   ○ 書き方のモデルは、分類に必要な情報を比較したり既習事項と情報を関連付けたりした

ことを文章でまとめる場面において、生徒に分かりやすい表現を具体的に示す有効な手立

てになった。 

○ 相互評価の場面を設定することで、自分のよさを見つけるとともに、他の生徒からもら

ったアドバイスを生かしてより分かりやすく表現しようとする姿を見ることができた。 

  ((((イイイイ))))改善点改善点改善点改善点 

   ○ 書く「目的」の明確化により書き方が変わることが分かったことから、文章を書かせる

際には「分かりやすく説明する」ための具体的な場面を設定する必要がある。 

   ○ 書き方のモデルの活用について、生徒が書き方のモデルを利用して書きたいと思うよう

な指導の工夫や説明が必要である。 

   ○ 相互評価をさせる前に、書き方のポイントを視覚的につかませ、まずは自己評価により

評価の視点に沿った振り返りを客観的に行わせ、これを基に他の生徒に対してより適切な

評価ができるようにする必要がある。 

   

 

 

 

 

 

 



 

- 21 - 

 

(2) (2) (2) (2) ᤵᴗᐇ㊶ᤵᴗᐇ㊶ᤵᴗᐇ㊶ᤵᴗᐇ㊶ղղղղ㸦㸦㸦㸦ᑠᏛᰯ➨ᑠᏛᰯ➨ᑠᏛᰯ➨ᑠᏛᰯ➨㸴㸴㸴㸴ᏛᖺᏛᖺᏛᖺᏛᖺ    య⫱⛉య⫱⛉య⫱⛉య⫱⛉㸧㸧㸧㸧    

 ᪉᪉᪉᪉࠼࠼࠼࠼⪄⪄⪄⪄ࡢࡢࡢࡢドᤵᴗ᳨ドᤵᴗ᳨ドᤵᴗ᳨ドᤵᴗ᳨        

༢ඖྡ༢ඖྡ༢ඖྡ༢ඖྡ     Ẽࡢண㜵 

༢༢༢༢    

ඖඖඖඖ    

    ࡢࡢࡢࡢ

┠┠┠┠    

ᶆᶆᶆᶆ    

○ Ẽࡢ㉳ࡾࡇ᪉ࡸண㜵ࡢ᪉㛵ᚰࠊࡶࡘࡶࢆ⮬ศࡢ⏕άࢆࡾ㏉ࠊࡾᏛ 

㸦㛵ᚰ࣭ពḧ࣭ែᗘ㸧    ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ࠺ࡑ⏕᪥ᖖ⏕άࢆࡇࡔࢇ 

○ Ẽࡀ㉳ࡿࡇཎᅉࡸ⮬ศࡢࡾ࡞ண㜵ࡢ᪉ࡇࡿࡍ⌧⾲࡛❶ᩥࢆ࠼⪄ࡢࡑࠊ࠼⪄ࢆ 

㸦ᛮ⪃ุ࣭᩿࣭⾲⌧㸧                       ࠋࡿࡁ࡛ࡀ 

○ Ẽࠊࡣཎయࡢࡔࡽࠊᢠຊࠊ⏕ά⾜ືࠊ⎔ቃࡀ㛵࡚ࡗྜࡾࢃ㉳ࢆࡇࡿࡇ 

㸦▱㆑࣭⌮ゎ㸧  ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍゎ⌮ࢆ᪉ࡢண㜵ࡢ࡚࠸ࡘࢀࡒࢀࡑࠊࡾ▱ 

○ ႚ↮ࠊ㣧㓇ࠊ⸆≀⏝ࡀᗣࢆᦆ࠺࡞ཎᅉࢆࡇࡿ࡞⌮ゎࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ  

                                㸦▱㆑࣭⌮ゎ㸧

    ᮏᮏᮏᮏࡢࡢࡢࡢ    

    ┠ᶆ┠ᶆ┠ᶆ┠ᶆ    

 ཎయ࡚ࡗ࡞ࡶࡀ㉳ࡿࡇẼࡢண㜵ࠊࡣཎయࢆయࡢ୰ධࠊࡇ࠸࡞ࢀ

ཎయࠊࡇࡍࡃ࡞ࢆయࡢᢠຊࢆ㧗ࡀࡇࡿࡵᚲせࢆࡇ࡞⌮ゎࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ 

    ၥၥၥၥ࡚ࢀࢃ࡚ࢀࢃ࡚ࢀࢃ࡚ࢀࢃ    

    ຊຊຊຊࡿ࠸ࡿ࠸ࡿ࠸ࡿ࠸    
 ┠ⓗࡸពᅗᛂࠊ࡚ࡌᚲせ࡞ሗࢆ㛵㐃࡚ࡅㄞࢆ⏤⌮ࠊࡳ᫂☜࡚ࡋㄝ᫂ࡿࡍຊ 

書書書書
きききき
方方方方
のののの
モ
デ
ル

モ
デ
ル

モ
デ
ル

モ
デ
ル
のののの
作
成
作
成
作
成
作
成
とととと
活
用
活
用
活
用
活
用    

 ཎయ࡚ࡗ࡞ࡶࡀ㉳ࡿࡇẼࡢண㜵ࠊ࡚࠸ࡘ㈨ᩱࢆᇶࢆ࠼⪄ࠊ࠼⪄ࡕࡔ

ࠋࡓ࠼⪄ࡿ࡞ࢺ࣏ࣥࡢ᪉ࡁ᭩ࡀࡘ㸱ࡢḟࠊࡃ᭩ࢆ✏ㄝ᫂ཎࠊⓗ࡛┠ࡿࡍㄝ᫂

 

 

 

 

  

ࣝࢹࣔ࡞㸦ලయⓗࣝࢹࣔࡢ᪉ࡁ᭩ࡿࡍ♧ᥦ❺ඣࠊ࠼ࡲ㋃ࢆࢺ࣏ࣥࡢ᪉ࡁ᭩ࡢࡇ 

ࡢண㜵ࡢࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥࠕࡓ࠸᭩๓ࠊࡎࡲࠊࡣᤵᴗ࡛ࠋࡓࡋసᡂࢆ㸧ࡿࡍᚋ㏙ࡣ

᪉ࠖࠊࢆ࠼⪄ࡢ࡚࠸ࡘ᭩ࡁ᪉࡛ࣝࢹࣔࡢ᭩ࡁ᪉ࢆࢺ࣏ࣥࡢᢲࠊࡽࡀ࡞࠼ࡉ⮬ᕫ

ホ౯ࡢࡑࠋࡓࡏࡉ㝿ࠊ㈨ᩱ࡞࠺ࡼࡢࡽሗࡾྲྀࢆฟᩥࢆ࠼⪄࠺ࡼࡢࠊࡋ❶

ࡉ࠼⪄ࡶ࡚࠸ࡘࡇ࠺࠸㸧ࡿ࡞ㄝ᫂࠸ࡍࡸࡾศࡽࡓࡋ࠺㸦࠸ࡼࡽࡓࡋ

᭩ᇶࢆ㈨ᩱࢆ࠼⪄ࡢศ⮬ࡢ࡚࠸ࡘ᪉ࠖࡢண㜵ࡢ㣗୰ẘࠕࠊᚋࡢࡑࠊ࡚ࡋࡑࠋࡓࡏ

ࡓࡏఝ࡚᭩┿ࢆࣝࢹࣔࠊࡾࡓࡏ᭩࡚ࡋព㆑ࡾࡗࡋࢆࢺ࣏ࣥࡢ᪉ࡁ᭩ࠋࡓࡏ

᫂ࢆ⏤⌮ࠊࡳㄞ࡚ࡅ㛵㐃ࢆሗ࡞ᚲせࠊ࡚ࡌᛂពᅗࡸⓗ┠ࠕࠊ࡚ࡗࡼࡇࡿࡍࡾ

 ࠋࡓ࠼⪄࠸ࡓࡵ㧗ࢆຊࠖࡿࡍㄝ࡚᫂ࡋ☜

相
互
評
価

相
互
評
価

相
互
評
価

相
互
評
価
のののの
在在在在
りりりり
方方方方    

ࡢ᪉ࡁ᭩ࠊࢆ❶ᩥࡓ࠸᭩ࢆ࠼⪄ࡢศ⮬ࠊ࡚࠸ࡘ᪉ࠖࡢண㜵ࡢࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥࠕ 

ࠋࡓࡏࡉどⅬ࡛┦ホ౯ࡢホ౯ࡌྠࠊᚋࡓࡏࡉᕫホ౯⮬࡚ࡋどⅬࡢホ౯ࢆࢺ࣏ࣥ

ホ౯ᙜࠊࡣ࡚ࡗࡓࢆࡇࡓࡗࡼ࡛❶ᩥࡢࡕࡔ୰ᚰឤࢆ᭩࠺ࡶࠊࡁᑡࡔࡋ

ᛮ࠺Ⅼ࡛ࡕࡓ࠺࠸ࢫࣂࢻࠊࡣグ㏙ࠋࡓࡏࡉ 

ࢆホ౯┦ࡸᕫホ౯⮬ࠊࢆ࠼⪄ࡢ࡚࠸ࡘ᪉ࠖࡢண㜵ࡢ㣗୰ẘࠕࠊᚋࡢࡑࠊ࡚ࡋࡑ 

ࠊࡳㄞ࡚ࡅ㛵㐃ࢆሗ࡞ᚲせࠊ࡚ࡌᛂពᅗࡸⓗ┠ࠕࠊ࡚ࡗࡼࡇࡿࡏ᭩࡚ࡋ⏕

 ࠋࡓ࠼⪄࠸ࡓࡵ㧗ࢆຊࠖࡿࡍㄝ࡚᫂ࡋ☜᫂ࢆ⏤⌮

① ண㜵ࡢ᪉㸦ཎయࢆయࡢ୰ධࠊࡇ࠸࡞ࢀయࡢᢠຊࢆ㧗ࡇࡿࡵ㸧ࡀ᭩࠸

 ࠋࡿ࠶࡚ 

② ឤᰁࡢ᪉㸦ࡢࡑண㜵ࡢ᪉ࡀᚲせ࡞⌮⏤㸧ࡀ᭩ࠋࡿ࠶࡚࠸ 

③ ࡢேࡀศࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞❶ᩥ࠸ࡍࡸࡾ 
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    ⛬Ꮫ⩦ᣦᑟ㐣⛬Ꮫ⩦ᣦᑟ㐣⛬Ꮫ⩦ᣦᑟ㐣⛬Ꮫ⩦ᣦᑟ㐣    

Ꮫ⩦ෆᐜཬࡧᏛ⩦άື ࣮ࣥࢱࣃ㸿 

࠙๓ࡢࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥࠚண㜵ࡢ᪉ࠊ࡚࠸ࡘ㸰ࡢࡘ㈨ 

   ᩱࢆᇶࠊ࠼⪄⮬ศࢆ࠼⪄ࡢࡕࡔㄝ᫂ࡵࡓࡿࡍ 

 ࠋࡃ᭩࡛❶ᩥࢆ✏Ⓨ⾲ཎࡢ   

㸯 ཎయ࡚ࡗ࡞ࡶࡀ㉳ࡿࡇẼ࡞࠺ࡼࡢࡣ 

 Ẽࠋࡿ▱ࢆࡿ࠶ࡀ 

㸰 ࠊࡐࡃࡩࡓ࠾ࠊࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥ㣗୰ẘࠋࡿ▱࡚࠸ࡘ 

㸱 ᮏࠋࡴࡘࢆ࡚࠶ࡵࡢ 

  

 

 

㸲 ཎయ࡚ࡗ࡞ࡶࡀ㉳ࡿࡇẼࡢண㜵ࡢ᪉ࡘ 

 ࠋࡿ▱࡚࠸ 

 ○ ཎయࢆయࡢ୰ධࠋ࠸࡞ࢀ 

 ○ ཎయࠋࡍࡃ࡞ࢆ 

 ○ యࡢᢠຊࢆ㧗ࠋࡿࡵ 

㸳 ๓᭩ࡢࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥࡓ࠸ண㜵ࡢ᪉࡚࠸ࡘ 

 ࡾ㏉ࠋࡿ㸦᭩ࡁ᪉ࣝࢹࣔࡢẚ㍑ࡓࡋ⮬ᕫホ౯㸧 

 ○ ண㜵ࡢ᪉㸦ཎయࢆయࡢ୰ධࠊࡇ࠸࡞ࢀయ 

 ࠋࡿ࠶࡚࠸᭩ࡀ㸧ࡇࡿࡵ㧗ࢆᢠຊࡢ  

 ○ ឤᰁࡢ᪉㸦ࡢࡑண㜵ࡢ᪉ࡀᚲせ࡞⌮⏤㸧ࡀ᭩ 

 ࠋࡿ࠶࡚࠸  

 ○ ࡢேࡀศࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞❶ᩥ࠸ࡍࡸࡾ 

㸴 ࡢࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥண㜵ࡢ᪉࡚࠸ࡘ᭩ࢆࡢࡶࡓ࠸ 

 ┦ホ౯ࠋࡿࡍ 

 ○ ⮬ᕫホ౯ࡌྠホ౯ࡢどⅬ࡛ 

㸵 ⌧ᅾࡢṧᬬཝ࠸ࡋᮇὀព࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ 

 Ẽࡣఱࢆ㈨ᩱࢆᇶㄪࠋࡿ㸦⣽⳦ᛶࡢ㣗୰ẘ㸧 

㸶 ⣽⳦ᛶ㣗୰ẘࡢண㜵ࡢ᪉࡚࠸ࡘ⮬ศ࠼⪄ࡢࡾ࡞ 

 ࠋࡃ᭩ࢆ 

 ○ ࡕࡔㄝ᫂ࡿࡍ┠ⓗ࡚ࡗࡶࢆ 

 ○ ᭩ࡁ᪉ࡸࣝࢹࣔࡢ⮬ᕫホ౯ࠊ┦ホ౯ࡾࡓࡋ⏕ࢆ 

  ᭩ࡁ᪉ࢆࢺ࣏ࣥࡢព㆑࡚ࡋࡾࡓࡋ 

㸷 ࡛ࣉ࣮ࣝࢢ⮬ศࢆ࠼⪄ࡢ⤂ࠋ࠺ྜࡋ 

10 ⣽⳦ᛶ㣗୰ẘࡢண㜵ࡢ᪉ࠋࡿࡵࡲ࡚࠸ࡘ 

 ○ ឤᰁࡢ᪉ 

 ○ ண㜵ࡢ᪉ 

11 ᮏࡢᏛ⩦࡚࠸ࡘࡾ㏉ࠋࡿ 

 

 ཎయ࡚ࡗ࡞ࡶࡀ㉳ࡿࡇẼࡢண㜵ࡢ

᪉ࠋ࠺ࡼ࠼⪄ࢆ 

 ࡿ࠸࡚ࡗࡶຊ࡛ࠊሗࢆᇶ

❶ᩥࢆ࠼⪄ࠊ࡚ࡌᛂⓗ┠ࠊ

࡛᭩ࠋࡃ 

 ┠ⓗᛂࡓࡌ᭩ࡁ᪉ࢹࣔࡢ

 ࠋࡿࡍᕫホ౯⮬ࡽࡀ࡞ぢࢆࣝ

 ⮬ᕫホ౯ࡌྠどⅬࡗࡶࢆ

࡚┦ホ౯ࠋࡿࡍ 

 ᭩ࡁ᪉ࠊࣝࢹࣔࡢ⮬ᕫホ౯ࠊ

┦ホ౯ࠊࡋ⏕ࢆ᭩࣏ࡃ

ࠊᇶࢆሗࠊ࡚ࡋព㆑ࢆࢺࣥ

 ࠋࡃ᭩࡛❶ᩥࢆ࠼⪄

 ࡕࡔ⮬ศࡗࡋࡀ࠼⪄ࡢ

࡞࠼⪄ࢆࡿ࠸࡚ࡗࢃఏࡾ

 ࠋࡿࡍㄝ᫂ࡽࡀ
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    グ㘓グ㘓グ㘓グ㘓ࡢࡢࡢࡢᤵᴗᤵᴗᤵᴗᤵᴗ    ࢘࢘࢘࢘

    ((((㺏㺏㺏㺏))))    ࡢࡢࡢࡢࢨ࢚ࣥࣝࢨ࢚ࣥࣝࢨ࢚ࣥࣝࢨ࢚ࣥࣝࣇࣇࣇࣇࣥࣥࣥࣥண㜵ண㜵ண㜵ண㜵ࡢࡢࡢࡢ᪉᪉᪉᪉ࠊࠊࠊࠊ࡚࠸ࡘ࡚࠸ࡘ࡚࠸ࡘ࡚࠸ࡘ㈨ᩱ㈨ᩱ㈨ᩱ㈨ᩱࢆࢆࢆࢆᇶᇶᇶᇶࡢ࠼ࡢ࠼ࡢ࠼ࡢ࠼⪄⪄⪄⪄ࡓࡋࡓࡋࡓࡋࡓࡋグ㏙グ㏙グ㏙グ㏙㸦㸦㸦㸦๓๓๓๓ࡢࡢࡢࡢάືάືάືάື㸧㸧㸧㸧 

   ᅇࡢᤵᴗ࡚࠸࠾㧗࠸ࡓࡵຊ࡛ࠕࡿ࠶┠ⓗࡸពᅗᛂࠊ࡚ࡌᚲせ࡞ሗࢆ㛵㐃࡚ࡅㄞࠊࡳ 

ⓗ┠ࠕࠊ࡚࠸ࡘຊࠖࡿࡍㄝ࡚᫂ࡋ☜᫂ࢆ⏤⌮   ࡴㄞ࡚ࡅ㛵㐃ࢆሗ࡞ᚲせࠕࠊࠖ  ᫂ࢆ⏤⌮ࠕࠊࠖ

 ࠋࡓ࠼ࡽ࠺ࡼࡢḟࢆࠖࡿࡍ☜  

┠ ⓗ  ࡕࡔㄝ᫂ࡢࡵࡓࡿࡍⓎ⾲ཎ✏ࢆ᭩ࠋࡃ 

ᚲせ࡞ሗࢆ㛵㐃࡚ࡅㄞࡴ 

 㸰ࡢࡘ㈨ᩱࢆࠊ࠸Ẽᛂࠊ࡚ࡌᚲせ࡞ண㜵ࡢ᪉㸦

ཎయࢆయࡢ୰ධࠊࡇ࠸࡞ࢀཎయࠊࡇࡍࡃ࡞ࢆయࡢ

ᢠຊࢆ㧗ࡇࡿࡵ㸧ࢆ㑅ࡧグ㏙ࠋࡇࡿࡍ 

 ࠋࡇࡿࢀࡩ᪉ࡢឤᰁࠊ࡚ࡋ⏤⌮࡞ᚲせࡀண㜵ࡢࡑ  ࡿࡍ☜᫂ࢆ⏤⌮

 ࡚ࡋ☜᫂ࢆ⏤⌮ࠊࡳㄞ࡚ࡅ㛵㐃ࢆሗ࡞ᚲせࠊ࡚ࡌᛂពᅗࡸⓗ┠ࠕࡢᤵᴗ๓ࠊ࡚ࡋࡑ   

  ㄝ᫂ࡿࡍຊࠖࡢᐇែࢆᢕᥱࠊࡵࡓࡿࡍ㈨ᩱ ㈨ᩱࠊ21 22  ࡢண㜵ࡢࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥࠊᇶࢆ

  ᪉ࠊ࡚࠸ࡘ⮬ศࢆ࠼⪄ࡢグ㏙ࠋࡓࡏࡉ 

   グ㏙ᙜࠊࡣ࡚ࡗࡓ୧᪉ࡢ㈨ᩱࢆά⏝࠺࠸ࡿࡍ᮲௳ࢆฟࠊࡋண㜵ࡢ᪉ࢆࡕࡔㄝ᫂ࡍ 

    ࠋࡓࡏ᭩࡚ࡗࡶࢆⓗ┠࠺࠸ࡃ᭩ࢆ✏Ⓨ⾲ཎࡢሙ㠃࡛ࡿ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

࠙㈨ᩱ 21 ཎయ࡚ࡗ࡞ࡶࡀ㉳ࡿࡇẼࡢࠚ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

࠙㈨ᩱ 22 ཎయ࡚ࡗ࡞ࡶࡀ㉳ࡿࡇẼࡢண㜵ࡢ᪉ࡢࠚ 
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 ඣ❺ࡀ᭩ࢆ❶ᩥࡓ࠸ᇶࠊᤵᴗ๓ࠕࡢ┠ⓗࡸពᅗᛂࠊ࡚ࡌᚲせ࡞ሗࢆ㛵㐃࡚ࡅㄞࠊࡳ⌮⏤

ⱝᖸ༑ࠊ㸳ྡࡀ❺ඣࡿࢀࡉุ᩿࠸㧗ࠊ㸱㸰ྡ୰ࠊࡿࡳ࡚ࡋศᯒࢆຊࠖࡿࡍㄝ࡚᫂ࡋ☜᫂ࢆ

ศ࡛࠸࡞Ⅼࡿࢀࡉุ᩿ࡿ࠶ࡀඣ❺ࡀ㸯㸱ྡࠊ༑ศ࡛ࡿࢀࡉุ᩿࠸࡞ඣ❺ࡀ㸯㸲ྡࡀࡇࡿ࠸ศ 

ࡘศᯒࡓࡋᚓⅬࠋࡃᇶ࡙ศᯒࡓࡋᚓⅬࢆ❶ᩥࡓ࠸᭩ࡀ❺ඣࠊࡣ࡚࠸ࡘุ᩿ࡢࡇ㸦ࠋࡓࡗ

グࡢ❺ඣࡓࢀࡉุ᩿࠸࡞㸧༑ศ࡛ࠋࡿ㏙࡛ࢁࡇࡢᐹࠖ⪄ศᯒࡢᤵᴗ ࢚ࠕࠊࡢᚋ㏙ࠊࡣ࡚࠸

㏙ࠊࡣ㈨ᩱ 23  ࠋࡓࡗ࠶ࡀࡢࡶ࡞࠺ࡼࡢ

    

 

 

 

 

 

 

 

࠙㈨ᩱ 23 ඣ❺ࡀグ㏙ࡢ❶ᩥࡓࡋࠚ 

  ᳨ドᤵᴗ࡛ࠊࡣᏛ⣭యࡢ࡚ࡋኚᐜࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔ๓ㄪᰝ࡛≉༑ศ࡛ࡇࡓࢀࡉุ᩿࠸࡞ 

 ࠋࡓࡋࡇࡃ࠸ぢ࡚࡚ࡋᢳฟࢆ❺ඣࡢ㸰ྡࡢ 

 

((((㺐㺐㺐㺐) ) ) ) ᭩᭩᭩᭩ࡁࡁࡁࡁ᪉᪉᪉᪉ࢆࢆࢆࢆࣝࢹࣔࣝࢹࣔࣝࢹࣔࣝࢹࣔࡢࡢࡢࡢά⏝ά⏝ά⏝ά⏝ࡓࡋࡓࡋࡓࡋࡓࡋ⮬ᕫホ౯⮬ᕫホ౯⮬ᕫホ౯⮬ᕫホ౯┦ホ౯┦ホ౯┦ホ౯┦ホ౯    

  ᮏࡢᏛ⩦ࠊࡎࡲࠊࡣ࡚࠸࠾ཎయ࡚ࡗ࡞ࡶࡀ㉳ 

 ࡓࡢண㜵ࡢẼࠊࡢࡿ࠶ࡀẼ࡞࠺ࡼࡢࡣẼࡿࡇ 

ࡇ࠸࡞ࢀධ୰ࡢయࢆཎయࠕࠊࡣࡵ   ࡃ࡞ࢆཎయࠕࠊࠖ

ࡇࡍ   ࡿ࠶࡛ࡀࡘ㸱ࡢࠖࡇࡿࡵ㧗ࢆᢠຊࡢయࠕࠊࠖ

 ࠋࡓࡏࡉゎ⌮ࢆࡇ 

 ࡢண㜵ࡢࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥࡀศ⮬ࠊ࡛ࡲᤵᴗࠊᚋࡢࡑ  

 ᪉࠸ࡽࡃࢀ࡚࠸ࡘ⌮ゎࢆࡓ࠸࡚ࡋࡾ㏉ࡿࡏࡽ┠ⓗ  

  ࠸ࡘ᪉ࡢண㜵ࡢࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥࠊࡓࡋグ㏙๓ࠊ࡛ 

  ࠋࡓࡏࡲㄞࢆ❶ᩥࡢ࡚ 

  ࠊࡓࡋ♧ᥦࡁࡃ᭩ࢆ❶ᩥࡢࡇࠊࡣ㝿ࡿࡏࡲㄞࢆ❶ᩥ  

 㸰ࡢࡘ㈨ᩱࢆࠊࡿ࠸࡚ࡗࡕࡔㄝ᫂ࡢࡵࡓࡿࡍⓎ⾲ 

 ཎ✏ࢆࡿ࠸࡚ࡗ࡞☜ㄆࡽࡀ࡞ࡋㄞࠋࡓࡏࡲ        ࠙㈨ᩱ 24 ᭩ࡁ᪉ࠚࣝࢹࣔࡢ 

● ண㜵ࡢ᪉ࢆලయⓗ᭩ࠋࡿ࠸࡚࠸ 

 ࡇ࠸࡞ࢀධ୰ࡢయࢆཎయࠊࡋࡋ 

 ᢠຊࡢయࠊࡇࡍࡃ࡞ࢆཎయࠊ 

 ࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀ᭩ࡀࡇࡿࡵ㧗ࢆ 

 ឤᰁࡿ࠶࡛⏤⌮࡞ᚲせࡀ⟇ண㜵ࡢࡑ ●

 ࠋ࠸࡞࠸࡚࠸᭩ࡀ᪉ࡢ 

 ࡀヰ㢟ࠊࡃ▷ࡀෆᐜࡍヰࡢࡘ୍ࡘ୍ ●

 ศࠊࡣ࡚ࡋ✏Ⓨ⾲ཎࠊࡾࢃኚࡄࡍ 

 ࠋ࠸㞴࠸ゝࡣ❶ᩥ࠸ࡍࡸࡾ 

● ண㜵ࡢ᪉ࢆලయⓗ᭩ࠋࡿ࠸࡚࠸  

  ࡇ࠸࡞ࢀධ୰ࡢయࢆཎయࠊࡋࡋ 

 ᢠຊࡢయࠊࡇࡍࡃ࡞ࢆཎయࠊ 

 ࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀ᭩ࡀࡇࡿࡵ㧗ࢆ 

● ఇ㣴ࠊ╀╧ࡸண㜵᥋✀ࡀయࡢ୰ 

 ཎయࢆධ࠸࡞ࢀண㜵⟇ࠋࡿ࠸࡚ࡋࡔ 

● ヰ㢟ࡄࡍࡀኚࠊࡾࢃⓎ⾲ཎ✏࡚ࡋ 

 ࠋ࠸㞴࠸ゝࡣ❶ᩥ࠸ࡍࡸࡾศࠊࡣ 

ඣ❺㸿 

ඣ❺㹀 
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 ඣ❺ࢆ❶ᩥࡀㄞࡳ㏉ࡓࡋᚋࠊ㈨ᩱ 24 ࡋࢺ࣏ࣥࡢ᪉ࡁ᭩ࠊ࡚ࡋࡑࠋࡓࡋ♧ࢆࣝࢹࣔࡢ᪉ࡁ᭩ࡢ

 ࠋࡓࡋ♧ࢆ㸱Ⅼࡢḟࠊ࡚

 

 

 

 

 

ᢳฟඣ❺㸰ྡࡢ๓㏙ࠊ࡚ࡋࡢᕫホ౯⮬ࠋࡓࡏࡉᕫホ౯⮬࡚࠸ࡘ❶ᩥࡓ࠸᭩ࡀศ⮬ࠊᚋࡢࡑ 

㸦ඣ❺㸿ࠊඣ❺㹀㸧ࡢ⮬ᕫホ౯ࢆ㈨ᩱ 25  ࠋࡍ♧

 

         㸦ඣ❺㸿㸧                㸦ඣ❺㹀㸧 

 

࠙㈨ᩱ 25 ⮬ᕫホ౯ࡢࢻ࣮࢝ࠚ 

 ⮬ᕫホ౯࡛ࡢࡇࠊࡣ㸰ྡࡢඣ❺ぢࠊ࠺ࡼࡿࢀࡽ 

ᩍᖌࡢศᯒẚࠊⱝᖸ⏑ࡃホ౯ࡿ࠸࡚ࡋඣ❺ࡀከ 

 ࡚ࡋどⅬࡢホ౯ࢆࢺ࣏ࣥࡢ᪉ࡁ᭩ࠊࡋࡋࠋࡓࡗ

 ࡣࢀࡑࠊࡾ࠾࡚ࡁ࡛ࡣࡇࡿࡍホ౯࡚ࡋព㆑ࡾࡗࡋ

┦ホ౯ࡢᐇࡓࡗࡀ࡞ࡘゝࠋࡿ࠼ 

 ⮬ᕫホ౯ࡓࡗࢃ⤊ࡀᚋࠊ㸱ྡ࡛ࣉ࣮ࣝࢢࡢ┦ホ౯ 

 ホࠊࡓࡁドᤵᴗ①࡛ฟ᳨࡚ࠊࡣホ౯࡛┦ࠋࡓࡏࡉࢆ

౯㡯┠ࡀከࠊࡂࡍ㛫ࡾࡀ㐣࠺࠸ࡓࡂㄢ㢟ࢆ㋃   ࠙㈨ᩱ 26 ┦ホ౯ࠚࢻ࣮࢝ 

㈨ᩱࠊ࠼ࡲ 26               ࠋࡓࡗࢆࢻ࣮࢝ᕫホ౯⮬ࡿࡍグ㏙࡛❶ᩥ⡆༢ࢆࢫࣂࢻࡸⅬ࠸Ⰻࠊ࡞࠺ࡼࡢ

 ┦ホ౯࡛ࠊࡣ⮬ᕫホ౯࡛ホ౯ࡢどⅬࠊࡾࡼࡇࡓ࡚ࡶࡾࡗࡋࢆ㈨ᩱ 27 ࡇ࠸ࡼࠊ࠺ࡼࡢ

 ࠋࡓࢀࡽぢࡃከࡀ❺ඣࡓࡁ࡛ࡾࡓ࠸᭩ࢆࢫࣂࢻ࡞㐺ษࠊࡾࡓࡅぢ㐺ษࢆࢁ

 

 

 

 

 

 

 

࠙㈨ᩱ 27 ┦ホ౯ࡢࢻ࣮࢝ࠚ 

① ண㜵ࡢ᪉㸦ཎయࢆయࡢ୰ධࠊࡇ࠸࡞ࢀయࡢᢠຊࢆ㧗ࡇࡿࡵ㸧ࡀ᭩ࠋࡿ࠶࡚࠸

② ឤᰁࡢ᪉㸦ࡢࡑண㜵ࡢ᪉ࡀᚲせ࡞⌮⏤㸧ࡀ᭩ࠋࡿ࠶࡚࠸ 

③ ࡢேࡀศࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞❶ᩥ࠸ࡍࡸࡾ 
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((((㺑㺑㺑㺑) ) ) ) ᭩᭩᭩᭩ࡁࡁࡁࡁ᪉᪉᪉᪉ࠊࠊࠊࠊࣝࢹࣔࣝࢹࣔࣝࢹࣔࣝࢹࣔࡢࡢࡢࡢ⮬ᕫホ౯⮬ᕫホ౯⮬ᕫホ౯⮬ᕫホ౯ࠊࠊࠊࠊ┦ホ౯┦ホ౯┦ホ౯┦ホ౯ࡓࡋࡓࡋࡓࡋࡓࡋ⏕⏕⏕⏕ࢆࢆࢆࢆグ㏙グ㏙グ㏙グ㏙    

  ๓㏙ࡢ┦ホ౯ࡓࡗࢃ⤊ࡀᚋࠊ㈨ᩱ 21  ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡅࢆẼᮇ㸦㸷᭶ึ᪪㸧ࡢࠊᇶࢆ

 ྲྀࡾࡗࡋࢆሗࡽ୰ࡢᮇ࠸ࡍࡸࡾࡸࡣࠊࡣ❺ඣࠊࡿࡍࠋࡓࡏࡉ࠼⪄ࢆఱࡀẼ࠸࡞ 

 ࠋࡓ࠼⪄ࡿ࠶㣗୰ẘ࡛ࠖࠕࠊࡋฟࡾ 

㈨ᩱࠊᵝྠ๓ㄪᰝࠊ࡚ࡋࡑ   21 ㈨ᩱ 22  Ⓨ⾲ཎࡢࡵࡓࡿࡍㄝ᫂ࡕࡔࠊ࠸ࢆ୧᪉ࡢ

 ࠋࡓࡏࡉグ㏙ࢆ࠼⪄ࡢศ⮬ࠊ࡚࠸ࡘ᪉ࡢண㜵ࡢ㣗୰ẘࠖࠕࠊⓗ࡛┠ࡃ᭩ࢆ✏ 

  グ㏙ࡢ㝿ࠊࡣ᭩ࡁ᪉ࡸࣝࢹࣔࡢ⮬ᕫホ౯ࠊ┦ホ౯࡛࡚ࡋ⏕ࢆࢫࣂࢻࡢ᭩࠺ࡼࡃᣦ 

 ఝ┿ࢆࣝࢹࣔࡢ᪉ࡁ᭩ࠊࡋฟࡾྲྀࢆሗ࡞ᚲせࡽ㈨ᩱᠱࠊࡣࡽ❺ඣࠊࡿࡍࠋࡓࡋࢆ♧ 

 ࡓࡋグ㏙ࠋࡓࢀࡽぢࡀጼࡿࡍ࠺ࡼࡋグ㏙࡚ࡋࡾࡓࡋ⏕ࢆホ౯┦ࡸᕫホ౯⮬ࠊࡾࡓࡋ࠺ࡼ 

 ࠊ࡚ࡋ๓㏙ࡢᢳฟඣ❺㸰ྡࢆࡢࡶࡢ㈨ᩱ 28   ࠋࡍ♧

        㸦ඣ❺㸿㸧                  㸦ඣ❺㹀㸧 

 

 

 

 

 

 

࠙㈨ᩱ 28 㣗୰ẘࡢண㜵ࡢ᪉࡚࠸ࡘグ㏙ࠚࢺ࣮ࢩࢡ࣮࣡ࡓࡋ 

ࠊࡋࡋࠋࡿ࠸࡚ࡗࡲࡋ࡚ࡗࢃ⤊㏵୰࡛ࠊࡾࡀ㛫ࡸࡸࡢࡃ᭩ࢆ❶ᩥࡢグୖࠊࡣ㸰ྡࡢࡇ 

ẚ㍑❶ᩥࡓ࠸๓ㄪᰝ࡛᭩ࠊࡓࡲࠋࡓࢀࡉ᥎ᐹࡓ࠸࡚ࡗ࡞✏Ⓨ⾲ཎ࠸ࡋࡽࡤࡍࡤࢀ࠸࡚ࡅ⥆

ࡾࡗࡋࡀ᪉ࡢឤᰁࡸ᪉ࡢண㜵ࠊࡶ࡚࠸ࡘ❺ඣࡢࡢࡑࠋࡓࡗࡋⴭࡣኚᐜࡢࡑࠊࡿࡍ

᭩ࡾࡼࠊࡾࡓ࠸࡚ࢀศ࠸ࡍࡸࡾⓎ⾲ཎ✏ࡿࡍࡾࡓ࠸࡚ࡗ࡞ඣ❺ࡀከࠋࡓࡗ 

⌮ࡢ࡚࠸ࡘ᪉ࠖࡢண㜵ࡢẼࠕࡓࡋ⩦ᮏ࡛Ꮫࠊᚋࡢࡑ 

ゎࡿࡏࡉࡵ῝ࢆ┠ⓗ࡛ࠊ㈨ᩱ 29 ࣉ࣮ࣝࢢࢆ࠼⪄ࡢศ⮬࠺ࡼࡢ

࡛⤂࠺ྜࡋάືࡢࡇࠋࡓࡏࢃ⾜ࢆάື࡛ࠊࡣⓎ⾲ཎ✏ࢆᇶࠊ

⮬ศࠕࢆ࠼⪄ࡢ┠ⓗࡸពᅗ㸦ࡕࡔㄝ᫂ࡿࡍ㸧ᛂࠊ࡚ࡌᚲ

せ࡞ሗࢆ㛵㐃࡚ࡅㄞࡳ㸦Ẽࡢண㜵ࡢ᪉㸧ࠊ⌮⏤㸦ឤᰁࡢ

᪉㸧ࢆ᫂☜࡚ࠖࡋヰࡿࡍ࠺ࡑጼࡃࡼࡀぢࠋࡓࢀࡽ                  

                            ࠙㈨ᩱ ❺ඣ࠺ྜࡋ⾲Ⓨࢆ࠼⪄ 29  ࠚ

  

 

 

 

 

              

 

● ண㜵ࡢ᪉㸦ཎయࢆయࡢ୰ධ࡞ࢀ 

 ᢠࡢయࠊࡇࡍࡃ࡞ࢆཎయࠊࡇ࠸ 

 ຊࢆ㧗ࡇࡿࡵ㸧ឤᰁࡢ᪉ࡗࡋࡀ 

 ࠋࡿ࠸࡚ࡅ᭩ࡾ 

● ๓ㄪᰝ࠙㈨ᩱ  ࡾศࠊẚࠚ23

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞✏Ⓨ⾲ཎ࠸ࡍࡸ 

● ண㜵ࡢ᪉㸦ཎయࢆయࡢ୰ධ࡞ࢀ 

 ᢠࡢయࠊࡇࡍࡃ࡞ࢆཎయࠊࡇ࠸ 

 ຊࢆ㧗ࡇࡿࡵ㸧ឤᰁࡢ᪉ࡗࡋࡀ 

 ࠋࡿ࠸࡚ࡅ᭩ࡾ 

 ࠺ࡇ᭩ࡃࡍࡸࡾศࠊఝ࡚┿ࢆࣝࢹࣔ ●

 ࠋࡿ࠼ぢࡀែᗘࡿࡍ 
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㈨ᩱࡓࡋ♧ࢆࡢࡑࠊࡣ࡛ࢻ࣮࢝ࡾ㏉ࡾࡓࡏᮎ࡛᭩⤊ࡢᤵᴗࠊࡓࡲ   30  ᮏࡀဨࠊ࠺ࡼࡢ

 ࡢ┠ᶆࡢ࡚࠸ࡘឤࢆ᭩ࠋࡓ࠸࡚࠸  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

࠙㈨ᩱ 30 ඣ❺ࡢࡾ㏉ࠚࢻ࣮࢝ࡾ 

 ࢆ⏤⌮ࠊࡳㄞ࡚ࡅ㛵㐃ࢆሗ࡞ᚲせࠊ࡚ࡌᛂពᅗࡸⓗ┠ࠕࠊࡣᤵᴗ࡛ࡢᮏࠊࡽࡇࡢࡇ  

 ᫂☜࡚ࡋㄝ᫂ࢆ❶ᩥࡢࡵࡓࠖࡿࡍ᭩ࡃゝㄒάືࠊࡣᮏࡢ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡿࡍ᭷ຠ࡞ᡭ❧࡚  

 ࠋࡿ࠼⪄ࡓࡗ࡞ 

 

    ᐹ⪃ᐹ⪃ᐹ⪃ᐹ⪄ศᯒศᯒศᯒศᯒࡢࡢࡢࡢᤵᴗᤵᴗᤵᴗᤵᴗ    ࢚࢚࢚࢚

  ๓᭩ᩥࡓ࠸❶㸦ࡢࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥண㜵ࡢ᪉㸧ࠊᮏ࡛᭩ᩥࡓ࠸❶㸦㣗୰ẘࡢண㜵ࡢ 

 ᪉㸧ࠊࢆ㸰ࡘ㈨ᩱ㸦㈨ᩱ 21 ㈨ᩱ 22㸧ࡽᚲせ࡞ሗࡾྲྀࢆฟࠕࠊࡋឤᰁࡢ᪉ࠖࢆ᭩ࡿ࠸࡚࠸ 

࠸࡞ࢀධ୰ࡢయࢆཎయࠕࠊ  ࡍࡃ࡞ࢆయࠕࠊࠖ   ࢆࢻ࣮࣮࣡࢟࠺࠸ࠖࡿࡵ㧗ࢆᢠຊࡢయࠕࠊࠖ

 ࡚ࡗண㜵ࡢ᪉ࢆ᭩ࠊࡿ࠸࡚࠸ㄝ᫂ࡢࡵࡓࡿࡍศ࠸ࡍࡸࡾⓎ⾲ཎ✏࠺࠸ࡿ࠸࡚ࡗ࡞ 

 どⅬ࡛Ⅼᩘࡓࡋホ౯ࠋࡓࡗ⾜ࢆホ౯ࠊࡣ࡚࠸࠾㈨ᩱ 31  ࠋࡓࡋホ౯ᇶ‽࡛ホ౯࡞࠺ࡼࡢ

つ ‽ Ⅼᩘ ホ ౯ ᇶ ‽ 

࡞ࢀධ୰ࡢయࢆཎయࠕ 

࠸ ࡍࡃ࡞ࢆཎయࠕࠊࠖ యࠕࠊࠖ

ࡢࡘ㸱ࡢࠖࡿࡵ㧗ࢆᢠຊࡢ

ゝⴥࢆ࡚ࡗ᭩ࠋࡿ࠸࡚࠸ 

㸱Ⅼ 㸱ࡶࡘ᭩ࠋࡿ࠸࡚࠸ 

㸰Ⅼ 㸰ࢆࡘ᭩ࠋࡿ࠸࡚࠸ 

㸯Ⅼ 㸯ࡘ᭩ࠊࡣࡓࡲࠋࡿ࠸࡚࠸㸯ࡶࡘ᭩ࠋ࠸࡞࠸࡚࠸ 

 ឤᰁࡢ᪉ࡿ࠸࡚ࢀࡩ

 ࠋ

㸱Ⅼ 
 ✵Ẽឤᰁ࡛ࡕ࠺࠸࡞ࡽ▱ࠊࡇࡿ࠶యධࡇࡿࡃ࡚ࡗ

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡩ୧᪉ࡢ

㸰Ⅼ 
 ✵Ẽឤᰁ࡛ࡕ࠺࠸࡞ࡽ▱ࠊࡇࡿ࠶యධࡇࡿࡃ࡚ࡗ

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡩ᪉୍ࡽࡕࡢ

㸯Ⅼ  ࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡩࡶࡽࡕ 

 ㄝ᫂ࡢࡵࡓࡿࡍศࡍࡸࡾ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞✏Ⓨ⾲ཎ࠸

㸱Ⅼ 
 Ⓨ⾲ཎ✏ࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞᥋⥆ㄒୖࢆᡭࠊ࡚ࡗศࡸࡾ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞❶ᩥ࠸ࡍ

㸰Ⅼ  Ⓨ⾲ཎ✏ࡸࡸࠊࡀࡿ࠸࡚ࡗ࡞ศࠋ࠸ࡃࡾ 

㸯Ⅼ  Ⓨ⾲ཎ✏ࠊࡣࡓࡲࠋ࠸࡞࠸࡚ࡗ࡞ศࠋ࠸ࡃࡾ 

࠙㈨ᩱ 31 ඣ❺ࡀ᭩ࢆ❶ᩥࡓ࠸ศᯒࡿࡍホ౯ᇶ‽ࠚ 
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ࡋⓎࢆ㸦᭷ຠᛶࡓࢀࡉ⏕❶ᩥࡓ࠸ᮏ࡛᭩ࠊࡀホ౯ࠖ┦ࠕࠖࣝࢹࣔࡢ᪉ࡁ᭩ࠕࠊࡓࡲ 

㈨ᩱࠊࡣ࡚࠸ࡘ㸧ࡓ 32  ࠋࡓࡋุ᩿ࡓࢀࡉⓎࡀつ‽࡛᭷ຠᛶุ᩿࡞࠺ࡼࡢ

࠙㈨ᩱ 32 ᭩ࡁ᪉ࣝࢹࣔࡢ┦ホ౯ࡀ᭷ຠᛶࢆⓎุ᩿ࡢࡓࢀࡉつ‽ࠚ 

  

 ௨ୖ࡞࠺ࡼࡢホ౯ᇶ‽᭷ຠᛶุ᩿ࡢつ‽ࢆᇶࠊඣ❺ࡀ᭩ࡢ❶ᩥࡓ࠸ኚᐜࠊ᭩ࡁ᪉ࣝࢹࣔࡢ

ཬࡧ┦ホ౯ࡢ᭷ຠᛶࢆศᯒࠊࡿࡍ㈨ᩱ 33  ࠋࡓࡗ࡞ᯝ⤖࡞࠺ࡼࡢ

 

࠙㈨ᩱ 33 ඣ❺ࡢኚᐜ᭩ࡁ᪉ࠊࣝࢹࣔࡢ┦ホ౯ࡢ᭷ຠᛶࡢศᯒ⤖ᯝࠚ 

  

 

ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

␒ྕ ๓ㄪᰝ ᤵᴗᚋ ๓ㄪᰝ ᤵᴗᚋ ๓ㄪᰝ ᤵᴗᚋ ๓ㄪᰝ ᤵᴗᚋ ࣝࢹࣔ ┦ホ౯

1 3 3 3 3 3 3 9 9 ○ ○

2 1 3 2 3 2 3 5 9 ○ ○

3 1 2 2 2 1 1 4 5 ○

4 1 2 3 3 2 3 6 8 ○ ○

5 1 Ḟ 1 Ḟ 1 Ḟ 3 Ḟ

6 1 2 2 3 1 1 4 6

7 1 1 1 1 1 1 3 3

8 3 3 3 3 3 3 9 9 ○ ○

9 1 2 1 3 1 2 3 7

10 1 2 1 3 1 3 3 8 ○ ○

11 3 2 1 1 1 1 5 4 ○

12 2 2 3 3 2 2 7 7 ○ ○

13 3 3 3 3 1 2 7 8 ○ ○

14 2 1 3 3 2 1 7 5 ○

15 3 2 1 3 1 2 5 7 ○ ○

16 3 2 1 2 2 2 6 6 ○

17 1 3 3 2 2 3 6 8 ○ ○

18 3 3 3 3 2 3 8 9 ○ ○

19 3 2 3 1 2 2 8 5

20 1 2 2 3 1 3 4 8 ○ ○ ඣ❺㹀

21 1 2 2 3 1 1 4 6

22 1 3 2 3 1 1 4 7 ○

23 1 2 1 3 1 3 3 8 ○ ○ ඣ❺㸿

24 2 3 2 3 1 3 5 9 ○ ○

25 3 3 2 3 1 2 6 8 ○ ○

26 3 3 3 3 3 3 9 9 ○ ○

27 2 2 2 3 1 1 5 6

28 Ḟ 3 Ḟ 2 Ḟ 3 Ḟ 8 ○ ○

29 1 3 2 2 1 2 4 7 ○ ○

30 3 3 1 3 2 3 6 9 ○ ○

31 2 3 2 3 2 3 6 9 ○ ○

ᖹᆒ 1.9 2.4 2.0 2.6 1.5 2.2 5.5 7.2 ○㸰㸰ྡ ○㸰㸰ྡ

᭷ຠᛶ

ഛࠉࠉ⪃

ண㜵ࡢ᪉ࡢ㸱ࡀࡘ᭩
ࠋࡿ࠶࡚࠸

ឤᰁࡢ᪉࡚࠸ࡘ᭩
ࠋࡿ࠸࡚࠸

ศࠋ❶ᩥ࠸ࡍࡸࡾ ྜィⅬᩘ

㸷Ⅼ‶Ⅼ

᭩ࡁ᪉ࣝࢹࣔࡢ 

○ ᭩ࡁ᪉ࠊࡓࡋ♧࡛ࣝࢹࣔࡢ᭩ࡁ᪉ࢆࢺ࣏ࣥࡢព㆑ᩥࢆࢀࡑࠊ࡚ࡋ❶ 

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ࠺ࡼࢀධࡾྲྀ 

○ ᭩ࡁ᪉ࠊࡓࢀࡉ♧ࣝࢹࣔࡢศࡃࡍࡸࡾㄝ᫂ࡢ❶ᩥࡢࡵࡓࡿࡍ᭩ࡁ 

 ᪉ࢆཧ⪃ࠋࡿ࠸࡚ࡋ࠺ࡼࡋ 

┦  ホ ౯ 

○ ࡀࡕࡔ⮬ศ᭩࠸ࡼࡓ࠸Ⅼࢆࢫࣂࢻࡸ⮬ศ࠺ࡑ⏕❶ᩥࡢ 

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

○ ⮬ศࡀࡕࡔ᭩ࠊࢆࢫࣂࢻࡸࡉࡼࡓ࠸⮬ศ࠺ࡑ⏕❶ᩥࡢ 

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ 
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 㸱㸯ࠊࡓࡲࠋࡓ࠸࡚ࡗࡀୖࡀᖹᆒⅬࡶࢀࡎ࠸ࡢほⅬࡢࡘ㸱ࠊࡿぢࢆᏛ⣭యࠊࡽᯝ⤖ࡢࡇ  

 ྡ୰㸰㸲ྡ㸦๓ㄪᰝࠊᮏࡢᤵᴗࡀࡽࡕࡢḞᖍࡢඣ❺㸰ྡࢆ㝖ࡃ㸧ࡀⅬᩘ࠾࡚ࡗࡀୖࡀ 

 ࠋࡓ࠸ྡᩘࡀ❺ඣࡿ࠸࡚ࡗࡀୗࠊ࠸࡞ࡽࢃኚࡀⅬᩘࠊࡋࡋࠋࡓ࠸࡚ࡗࡀୖࡶᖹᆒࡢయࠊࡾ 

  ௨ୖࡢࢇࠊࡽࡇࡢඣ❺ࠊࡀᮏࡢᏛ⩦ࢆ㏻ࠕࠊ࡚ࡋ┠ⓗࡸពᅗᛂࠊ࡚ࡌᚲせ࡞ሗ 

 ࠸ࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵ㧗ࢆຊࡃ᭩ࢆ❶ᩥࡢࡵࡓࠖࡿࡍㄝ࡚᫂ࡋ☜᫂ࢆ⏤⌮ࠊࡳㄞ࡚ࡅ㛵㐃ࢆ 

 ࡓ࠸ࡽࡓࡣ᭷ຠ㠀ᖖࡀホ౯┦ࣝࢹࣔࡢ᪉ࡁ᭩ࠊࡋࡋࠋࡓࢀࡉᐹ⪄࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿ࠼ 

 ␃㸧ࡃ㝖ࢆඣ❺㸰ྡࡢḞᖍࡀࡽࡕࡢᤵᴗࡢᮏࠊ㸰㸰ྡ㸦๓ㄪᰝࡀ❺ඣࡓࢀࡉุ᩿ 

 ࡇࡓ࠸ྡᩘࡀ❺ඣࡓࡗࡲࡋ࡚ࡗࡀୗࠊࡣࡓࡲࠊ࠸࡞ࡽࢃኚࡀᖹᆒⅬࡢほⅬࡢࡘ㸱ࡸࡇࡓࡗࡲ 

 ࠋࡓࢀࡉᐹ⪄ࡓࡗ࠶ᚲせ࡛ࡀᕤኵࡗࡶᣦᑟࡢࡵࡓࡍ⏕ࢆࢀࡑࠊࡿ࠼⪄ࢆ 

 

    ⟇ᨵၿ⟇ᨵၿ⟇ᨵၿ⟇ᨵၿࡢࡢࡢࡢᚋᚋᚋᚋᡂᯝᡂᯝᡂᯝᡂᯝ    ࢜࢜࢜࢜

    ((((㺏㺏㺏㺏) ) ) ) ᡂᯝᡂᯝᡂᯝᡂᯝ 

  ○ ᭩ࡁ᪉ࢆࣝࢹࣔࡢඣ❺❶ᩥࡢᫎࠊࡵࡓࡿࡏࡉ᭩ࡁ᪉ࢆࢺ࣏ࣥࡢᢲࠊࡽࡀ࡞࠼ࡉ 

   ๓᭩ࢆ❶ᩥࡓ࠸⮬ᕫホ౯ࠊࡾࡼࡇࡓࡏࡉ┦ホ౯ࠊ࡚࠸࠾ホ౯ࡢどⅬࡶࡾࡗࡋࢆ 

 ࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿࡏࡓ   

  ○ ᮏࡢ┠ᶆࢆ㐩ᡂ୍ࡢࡵࡓࡿࡏࡉᡭẁࠊ࡚ࡋ⮬ศᩥࢆ࠼⪄ࡢ❶࡛᭩ࡣࡇࡿࡏ᭷ຠ࡞ 

   ᡭẁ࡛ࡀࡇࡿ࠶ศࠊࡽࡉࠋࡓࡗ᭩ࡁ᪉ࡸࣝࢹࣔࡢ┦ホ౯ࡾྲྀࢆධࢆ❶ᩥ࡚ࢀ᭩ࡏ 

 ࡞ᚲせࠊ࡚ࡌᛂពᅗࡸⓗ┠ࠕࡿ࠸࡚ࢀࢃᅜᏛຊ࣭Ꮫ⩦≧ἣㄪᰝ➼࡛ၥࠊࡾࡼࡇࡓ   

   ሗࢆ㛵㐃࡚ࡅㄞࢆ⏤⌮ࠊࡳ᫂☜࡚ࡋㄝ᫂ࡿࡍຊࠖࢆఙࡢࡵࡓࡍࡤᡭ❧࡚ࡀࡇࡿ࡞ศ 

 ࠋࡓࡗ   

 

    ((((㺐㺐㺐㺐) ) ) ) ᚋᚋᚋᚋࡢࡢࡢࡢᨵၿ⟇ᨵၿ⟇ᨵၿ⟇ᨵၿ⟇    

  ○ ᭩ࡁ᪉ࡗࡶࢆࡉࡼࡢࣝࢹࣔࡢᐇឤ࡛࡞࠺ࡼࡿࡁㄝ᫂ࢆຍࠊࡾࡓ࠼┦ホ౯ࡾࡓࡋ⏕ࢆ 

 ࡍࡾࡓࡵ῝ࢆゎ⌮ࡀศ⮬㌟⮬ࠊࡾࡓࡋ⌧⾲࠸ࡍࡸࡾศࡾࡼࡀேࡢࠊ࡚ࡗࡼࡇࡿࡍ   

 ࠋࡿ࠶ࡀᚲせࡃ࠸࡚ࡋ࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ   

 



- 30 -

Ⅲ 研究の成果と今後の課題

１ 研究の成果

○ 文章で表現させる言語活動を取り入れた授業を行うことは、自分の思いや考えを整理して

まとめて書く力を高めることへの有効な手立てとなることが分かった。

○ 書き方のポイントを含んだ「書き方のモデル」を提示することは、児童生徒が情報の選択

の仕方や目的に応じた文章の書き方の参考となり、より書く力を高めていくことにつながる

ことが分かった。

○ 評価の視点を明確にした「相互評価」を取り入れたことにより、児童生徒が自分や友達の

書いた文章のよさや改善点に気付き、自分の文章を見直す客観的な評価の目を育てることが

できた。その結果「相互評価」は、目的に応じた文章を書く力を高めることに役立つことが

分かった。

２ 今後の課題

○ 本研究では、小学校体育科と中学校理科で「書き方のモデル」や「相互評価」を取り入れ

た授業に取り組んだが、今後さらに継続した実践を重ねながら、その他の教科等においても

授業に取り入れ、その有効性を検証していく必要がある。

○ 例えば、生徒の書いた文章をモデルとして活用したり、相互評価を基にした話合いの中で

考えを深めたりする活動など、今後は言語活動を充実させるための様々な授業を模索してい

きたい。
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